







The Role of Intermediary Organizations in Collaborative Governance




This paper explores the roles of intermediary organizations in collaborative governance. We 
develop a model showing the basic functions of intermediary organizations in collaborative 
governance by integrating Ansell & Gash’s（2008） “model of collaborative governance” and Havelock 
& Zlotolow’s（1995） “four ways of being a change agent.”（Sato&Shimaoka 2004）Ansell & Gash’s 
model identifies critical variables for successful collaboration, including prior relationship history, 
incentives for stakeholders to participate, power and resource imbalances, institutional design, and 
facilitative leadership. To scrutinize facilitative leadership, our model utilized Havelock & Zlotolow’s 
four ways to be a change agent: Catalyst, Solution Giver, Process Helper, and Resource Linker. The 
model was tested through a case study of an intermediary organization in Kawasaki, Kanagawa 
Prefecture, Japan, where it showed applicability. Results suggest that organizations use several 




























2012年）（p. II-10）。さらに、財団法人中部産業活性化センターによる「企業側からみた NPO との協働
に関する調査研究事業報告書」によれば、中部圏企業の792社のうち、NPO との協働実績が「ある」と
回答した企業の割合は37.3％であり、「ない」と回答した企業の割合は62.1％と多い（中部産業活性化セ








































ペクティブの研究は、1978年に出版された Pfeffer & Salancik（2003）による “The External Control of 
Organizations” によって発展したものである。資源依存パースペクティブによれば、外部環境に対して
組織は単独では存在できず、存続に必要な資源を外部に依存する５。例えば行政と NPO との関係では、













構造」（Emerson, Nabatchi, & Balogh, 2012）、と定義される。
協働のプロセスについては、Ansell & Gash（2008）、Emerson et al.（2012）、小島（2011）など、い
くつかのモデル化が試みられてきた。これらのうち、Emerson et al.（2012）が提示する「協働ガバナ
ンスの統合的フレームワーク」（An Integrative Framework for Collaborative Governance）は、本稿
の目的である協働における中間支援機能を検討するには抽象度が高い。また、小島（2011）による「協
働の窓」は、協働システムの促進機能が「協働アクティビスト」に集約されており、やや対象範囲が限
定的である。そこで、協働プロセスの具体性と促進機能の網羅性に優れている Ansell & Gash（2008）
による協働ガバナンス・モデルを取り上げて検討する。







Ansell, C., & Gash, A. （2008）. Collaborative Governance in Theory and Practice. Journal of Public Administration 
Research and Theory, 18（４）　Figure １





















































































& with Zlotolow, 1995）。そしてチェンジ・エージェントとしてリーダーシップを発揮するためには、
必ずしもヒエラルキーのトップである必要はない（Battilana & Casciaro, 2012）ことが指摘されている
からである。
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生リエゾン研究会｣ が発足し、２年間後に ｢川崎臨海部再生プログラム｣ を取りまとめた。この再生プ
























































































































































































































（Infrastructure Organization, IO）、アンブレラ組織、第２階層組織（２nd tier organization）、中間支援
（Intermediary organization）組織などと呼ばれる。国内では、中間支援組織と呼ばれることが多いため、本稿で
はこの名称を用いる。
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